
Society
5.0

は
、
デ
ジ
タ
ル
革
新
と
多
様
な
人
々

の
想
像
・
創
造
力
の
融
合
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
課
題
を
解
決
し
て
「
人
間
中
心
」
の
経
済
社
会
を

目
指
す
取
り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
実
現
に
向
け
鍵
と

な
る
の
が
、
個
人
デ
ー
タ
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ー
タ

活
用
の
促
進
で
あ
る
が
、
デ
ー
タ
収
集
連
携
基
盤
構

築
の
遅
れ
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
を
め
ぐ
る
課
題
の
顕
在
化
な
ど
、
多
く
の
課
題
が

存
在
す
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
個
人
が
納
得
・
信
頼

で
き
る
個
人
デ
ー
タ
の
保
護
・
活
用
の
あ
り
方
を
提

言
し
た
。

個
人
デ
ー
タ
の
保
護
・
活
用
を

め
ぐ
る
状
況

米
中
の
企
業
が
個
人
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
革
新
的

な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
か
、わ
が
国
企
業

も
、
個
人
デ
ー
タ
活
用
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

し
か
し
、
個
人
デ
ー
タ
の
活
用
に
対
す
る
消
費
者

の
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
国
際
的

に
、
個
人
デ
ー
タ
を
含
め
た
デ
ー
タ
へ
の
規
制
を
強

め
る
動
き
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
わ
が
国
で

は
、
Ｅ
Ｕ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ（
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
）と

個
人
情
報
保
護
法
の
相
互
承
認
を
実
現
し
た
ほ
か
、

個
人
情
報
保
護
法
の
３
年
ご
と
見
直
し
、
個
人
デ
ー

タ
の
活
用
に
向
け
た
情
報
銀
行
（
注
１
）
を
推
進
す
る
動
き
等

が
進
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
内
外
の
動
き
を
踏
ま
え
、
わ
が
国
と
し

て
は
、
国
内
的
に
は
、「
個
人
の
納
得
・
信
頼
の
う

え
で
個
人
デ
ー
タ
を
活
用
で
き
る
環
境
の
整
備
」、

国
際
的
に
は
、「
越
境
デ
ー
タ
流
通
の
確
保
を
前
提

と
し
た
調
和
の
と
れ
た
国
際
制
度
の
構
築
」
を
目
指

し
て
政
策
を
遂
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

デ
ー
タ
流
通
・
活
用
基
盤
の
構
築

デ
ー
タ
活
用
の
前
提
と
し
て
、
企
業
が
必
要
な
デ

ー
タ
を
収
集
で
き
る
環
境
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
、

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
、
デ
ー
タ
連
携
基
盤
、
情
報
銀
行

等
の
「
デ
ー
タ
流
通
・
活
用
基
盤
の
構
築
」
に
向
け

た
取
り
組
み
を
官
民
一
体
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

と
り
わ
け
、
情
報
銀
行
は
、
実
効
的
な
本
人
関
与
を

提

言
S
o
ciety
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の
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高
め
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
流
通
・
活
用
を
促
進

す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
日
本
型
の
デ
ー
タ
流
通
・

活
用
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
普
及
が
期
待
さ
れ
る
。

個
人
情
報
保
護
法
制
の
あ
り
方

個
人
の
納
得
・
信
頼
を
得
た
う
え
で
企
業
が
個
人

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
法
規
制
、
民
間
の

自
主
的
な
取
り
組
み
、
個
人
デ
ー
タ
の
活
用
を
促
す

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
法
の
３
年

ご
と
見
直
し
の
検
討
課
題
に
上
が
っ
て
い
る
「
利
用

停
止
等
」
や
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の
強
化
、
漏
え
い
報
告

の
義
務
化
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
デ
ー
タ
活
用
を
過

度
に
抑
制
す
る
懸
念
が
あ
り
、
慎
重
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
個
人
デ
ー
タ
の
活
用
を
進

め
る
た
め
に
、
匿
名
加
工
情
報
の
活
用
促
進
や
、
実

務
の
実
態
を
踏
ま
え
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
充
実
・
柔

軟
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

個
人
情
報
の
一
体
的
な
保
護
・
利
活
用
促
進
の
観
点

か
ら
、
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が
官
民
の
個
人
情
報

保
護
法
制
を
一
元
的
に
担
う
べ
き
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

事
業
者
等
に
対
す
る
規
律
の
あ
り
方

デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、
他

の
事
業
者
に
と
っ
て
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
わ
が
国
の
デ
ジ
タ
ル

エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
存
在
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
過
度
な
規
制
強
化

は
デ
ジ
タ
ル
分
野
全
体
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
停
滞

に
つ
な
が
り
得
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
新
た
な
規
制

の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
国
際
制
度
の
構
築

国
境
を
越
え
た
デ
ー
タ
の
自
由
な
流
通
は
、
デ
ジ

タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
展
開
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
世
界
中
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
デ
ー
タ
ロ
ー

カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
規
制
（
注
２
）
の
緩
和
・
撤
廃
に
向
け
た

働
き
か
け
、
越
境
デ
ー
タ
流
通
の
確
保
に
向
け
た
国

際
的
な
枠
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
で
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
規
制
強
化
が
進

み
、
米
国
で
州
レ
ベ
ル
の
個
人
情
報
保
護
法
制
の
整

備
が
進
む
な
か
、
調
和
の
と
れ
た
制
度
構
築
に
向
け
、

わ
が
国
政
府
が
Ｅ
Ｕ
と
米
国
に
働
き
か
け
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る

産
業
界
の
取
り
組
み

〜「
個
人
デ
ー
タ
適
正
利
用
経
営
宣
言
」

の
策
定

政
府
に
対
し
て
要
望
を
す
る
と
と
も
に
、
企
業
が

個
人
の
納
得
・
信
頼
の
も
と
で
個
人
デ
ー
タ
の
活
用

に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
た
め
、「
個
人
デ
ー
タ
適

正
利
用
経
営
宣
言
」
を
策
定
し
た
。

経
営
者
は
、
個
人
デ
ー
タ
の
保
護
や
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
、
事
業
リ
ス
ク
の
低
減
の
み
な

ら
ず
、
個
人
の
安
心
・
安
全
を
獲
得
す
る
こ
と
で
中

長
期
的
な
企
業
価
値
の
創
出
に
寄
与
す
る
こ
と
を
認

識
し
、
こ
れ
ら
を
組
み
込
ん
だ
個
人
デ
ー
タ
の
活
用

に
主
体
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
観

点
を
踏
ま
え
、
個
人
デ
ー
タ
の
適
正
な
利
用
に
向
け

３
つ
の
原
則
を
定
め
た
。

今
後
、
こ
の
経
営
宣
言
を
踏
ま
え
、
企
業
・
経
営

者
が
、
個
人
の
安
心
・
安
全
を
確
保
し
た
う
え
で
個

人
デ
ー
タ
の
活
用
を
進
め
、
社
会
的
な
理
解
が
醸
成

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（注２）データローカライゼーション規制：ICTサービスの提供に用いられる
サーバー設備の国内設置等を求める規制
※本提言については、https://www.keidanren.or.jp/policy/2019/083.html参照

図表 個人データ適正利用経営宣言

【原則３】
個人データ活用に関する
取り組みの推進

【原則１】
経営者のアカウンタビリティの確保

個人の信頼を前提とした
個人データの適正利用

【原則２】
個人の安心・安全の確保
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